ヒアリングシートに再度書き写してください。

FUSION長池第2回ヒアリング

望月佑　2003.1.5

日時：2003年1月5日（日）午後●時～●時

訪問先：FUSION長池(富永理事長)

今月５日にFUSION長池(の富永氏)を訪問した。

当日は、他にコミュニティケア活動支援センターの大川氏

http://homepage2.nifty.com/comcare/
多摩大学の学生

http://www.tama.ac.jp/
も来ており、彼らからも興味深い話を聞くことが出来た。

1. 富永さんの話

(1) FUSION長池の新事業

· 多摩ニュータウン(以下、多摩NT)の多摩市域に進出→名称を「FUSION」に決定

· 具体的には、住宅関連事業の分離・・・車の両輪みたいな関係が望ましい。

· 元々ボランティア色が強い団体だったので、コミュニティビジネスには不向きだった。

· 徒歩2.30分圏内から広範囲へ。

(2) 地域活性化事業に特化

(3) 他のNPO法人との関係について

· 多摩NPOセンター：多摩NT地域で活動するNPOを支援する団体

· 現状では支援する実力がない(人、カネ、モノ全てにおいて)

· せめて、NPO相互の情報共有化をやって欲しい。

2. 大川さんの話

(1)多摩コミュニティビジネスコンペの概要
多摩大学のコミュニティビジネス実践講座がきっかけとなり企画した。

①応募対象・・・大学生

②目　的　・・・他のニュータウンとの結びつきの強化

＊将来的にはプランの支援も！

（多摩大学の学生が、大学近くの聖ヶ丘商店街の空き店舗をコミュニティビジネスに活用する動きがある。）

多摩コミュニティビジネスコンペ企画書は入手したのですか？次回までにもう少し詳しく説明してください。紙媒体の場合、次回の発表会で配ってもよいのでは。

｛富永さんの意見｝

持続性のあるプランを考えるべき。これ（これとは何を指すのか）では、一瞬で消える花火と同じだ。

＜例＞

· 多摩大学が多摩NT地域のコミュニティビジネス支援センターになる。

· 学生は４年でいなくなるが、大学はずっと地域にある。

· 大学と学生が４年間で双方共に有意義な時間を得ることが大切である。

· 価値ある夢を語ることは、多くの人を巻き込む責任感と表裏一体である。

（論文では体言止はしない）

以上

望月君へ

このようにまとめてみました。

大きな成果が得られているように思う。これを参考にして横浜でも同じようなことができると思う。

質問、文中の敬称は統一した方が良いですか？

理事長とか立場を最初に明確化し、あとは「さん」「氏」で統一したらいいのでは

大川さんの多摩コミュニティビジネスコンペの企画書には、

多摩大学の望月照彦教授＜http://www.laboseum.com/＞、

中央大学の細野助博教授＜http://www.fps.chuo-u.ac.jp/~hosono/＞

の名前が載っていました。斎藤さんはこの２人をご存知ですか？

お会いしたことはありませんが、知っています。

